






要約:NICU 或はそれに準じた医療を経過した乳幼児のうち、在宅困難、即ち退院困難或は

在宅でも濃厚な在宅ケアを要する児(在宅困難児)、他、乳幼児死亡、脳性麻痺、精神発達

異常、重症心身障害児(重症児)について、三鷹市 3年間における疫学調査を行った。結果

は、出生 1000 に対して、在宅困難児 0.6、乳幼児死亡1.2、脳性麻痺 1.2、(うち重症児 O.6)、

精神発達異常 1.8、であったが、特に在宅困難児については、より適切な対応施設或はケ

アシステムが必要と考えられるた。 


